
省

令

規

則

平成™™年š月™�日 金曜日 第œ™Ÿ—号官 報

〇
防
衛
省
令
第
二
号

防
衛
省
組
織
令（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
八
号
）

第
六
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
統
合
幕
僚
学
校

組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

統
合
幕
僚
学
校
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

統
合
幕
僚
学
校
組
織
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
総
理
府
令

第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
一
室
」
の
下
に
「
並
び
に
国
際
平
和
協
力

セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
る
。

第
三
条
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
規
定
中
「
関
す
る

こ
と
」
の
下
に「（
国
際
平
和
協
力
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
に
属

す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
十
号
及
び
第
十

一
号
中
「
研
究
室
」
の
下
に
「
並
び
に
国
際
平
和
協
力
セ

ン
タ
ー
」
を
加
え
る
。

第
四
条
及
び
第
五
条
中
「
事
務
」
の
下
に「（
国
際
平
和

協
力
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加

え
る
。

〇
総
務
省
令
第
二
十
四
号

金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
一
年
法
律
第
五
十
八
号
）
及
び
資
金
決
済
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
施
行
に
伴

い
、
並
び
に
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第

八
十
一
号
）
別
表
第
一
の
三
の
項
及
び
十
二
の
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
五

ま
で
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
五
ま
で

の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
五
ま
で
の
総

務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
四
年
総

務
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
十
一
項
中
第
二
十
九
号
を
第
三
十
一
号
と

し
、
第
十
一
号
か
ら
第
二
十
八
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り

下
げ
、
第
十
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
一

金
融
商
品
取
引
法
第
六
十
六
条
の
二
十
七
の
登

録
の
申
請
の
受
理
又
は
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ

い
て
の
審
査

十
二

金
融
商
品
取
引
法
第
六
十
六
条
の
三
十
一
第
一

項
又
は
第
六
十
六
条
の
四
十
第
一
項
の
届
出
の
受
理

又
は
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査

第
一
条
中
第
十
七
項
を
削
り
、
第
十
六
項
を
第
十
七
項

と
し
、
第
十
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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法
別
表
第
一
の
十
二
の
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事

務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律

第
五
十
九
号
）
第
七
条
の
登
録
の
申
請
の
受
理
又
は

そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査

二

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
一
項
の
届

出
の
受
理
又
は
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の

審
査

三

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
三
十
七
条
の
登
録
の

申
請
の
受
理
又
は
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て

の
審
査

四

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
四
十
一
条
第
一
項
の

届
出
の
受
理
又
は
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て

の
審
査

五

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
六
十
四
条
第
一
項
の

免
許
の
申
請
の
受
理
又
は
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に

つ
い
て
の
審
査

六

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
七
十
七
条
の
届
出
の

受
理
又
は
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査

七

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
八
十
七
条
の
認
定
の

申
請
の
受
理
又
は
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て

の
審
査

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
一
号

安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
二
十
四
条
第

一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
安
全
な
血
液
製
剤

の
安
定
供
給
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
の
確
保
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
厚
生
省
令
第
二
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
血
液
比
重
検
査
又
は
」を
削
る
。

別
表
第
二
の
二
〇
〇
Y
全
血
採
血
の
項
下
欄
第
四
号
中

「
血
液
の
比
重
が
一
・
〇
五
二
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、」を

削
り
、「
一
二
ｇ
／
V
未
満
で
あ
る
者
」
を
「
一
二
・
五

ｇ
／
V
未
満
の
男
子
又
は
一
二
ｇ
／
V
未
満
の
女
子
」
に

改
め
、同
表
四
〇
〇
Y
全
血
採
血
の
項
下
欄
第
一
号
中「
一

八
歳
未
満
の
者
」
を
「
一
七
歳
未
満
の
男
子
若
し
く
は
一

八
歳
未
満
の
女
子
」
に
改
め
、
同
欄
第
四
号
中
「
血
液
の

比
重
が
一
・
〇
五
三
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、」を
削
り
、「
一

二
・
五
ｇ
／
V
未
満
で
あ
る
者
」
を
「
一
三
ｇ
／
V
未
満

の
男
子
又
は
一
二
・
五
ｇ
／
V
未
満
の
女
子
」
に
改
め
、

同
表
血
漿し

よ
う

成
分
採
血
の
項
下
欄
第
四
号
中
「
血
液
の
比

重
が
一
・
〇
五
二
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、」を
削
り
、
同
表

血
小
板
成
分
採
血
の
項
下
欄
第
一
号
中
「
五
五
歳
以
上
の

者
」
を
「
六
五
歳
以
上
の
男
子
（
六
五
歳
以
上
七
〇
歳
未

満
の
者
で
あ
つ
て
、
六
〇
歳
に
達
し
た
日
か
ら
六
五
歳
に

達
し
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
採
血
を
行
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る
も
の
を
除
く
。）若
し
く
は
五
五
歳
以
上
の
女
子
」
に

改
め
、
同
欄
第
四
号
中
「
血
液
の
比
重
が
一
・
〇
五
二
未

満
で
あ
り
、
か
つ
、」を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
二
号

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労

働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭

和
六
十
一
年
政
令
第
九
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及

び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施

行
令
第
二
条
第
二
項
の
市
町
村
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派

遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
第
二
条
第
二
項
の
市
町
村
を
定
め
る
省
令

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労

働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二

条
第
二
項
の
市
町
村
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生

労
働
省
令
第
七
十
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

表
群
馬
県
の
項
市
町
村
名
の
欄
中「
嬬
恋
村

六
合
村
」

を
「
嬬
恋
村
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
施

行
す
る
。

第
七
条
を
第
八
条
と
し
、
第
六
条
の
見
出
し
中「
室
長
」

の
下
に
「
並
び
に
セ
ン
タ
ー
長
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項

中
「
室
長
を
」
の
下
に
「
、
国
際
平
和
協
力
セ
ン
タ
ー
に

セ
ン
タ
ー
長
を
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中「
又
は
室
長
」

を
「
若
し
く
は
室
長
又
は
セ
ン
タ
ー
長
」に
、「
又
は
室
務
」

を
「
若
し
く
は
室
務
又
は
国
際
平
和
協
力
セ
ン
タ
ー
の
事

務
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
し
、
第
五
条
の
次
に
次

の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
際
平
和
協
力
セ
ン
タ
ー
）

第
六
条

国
際
平
和
協
力
セ
ン
タ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
事

務
の
う
ち
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十

五
号
）
第
三
条
第
二
項
第
二
号
の
自
衛
隊
の
活
動
に
関

す
る
も
の
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

広
報
に
関
す
る
こ
と
。

二

経
費
及
び
収
入
の
予
算
、
決
算
及
び
会
計
に
関
す

る
こ
と
。

三

物
品
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

四

教
育
訓
練
及
び
調
査
研
究
に
関
す
る
資
料
の
収

集
、
整
理
及
び
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

五

学
生
の
教
育
訓
練
及
び
調
査
研
究
の
計
画
に
関
す

る
こ
と
。

六

学
生
の
教
育
訓
練
及
び
調
査
研
究
の
実
施
に
関
す

る
こ
と
。

七

学
生
の
教
育
訓
練
及
び
調
査
研
究
に
必
要
な
記
録

及
び
統
計
に
関
す
る
こ
と
。

八

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
訓
練
及
び

調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
三

条
第
四
号
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）

第
四
条
第
一
項
第
三
号
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）

第
二
条
第
一
号
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三

十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
五
条
第
一
項
第
十
七
号
、
自
動

車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
四
号
及
び
道
路
交

通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
五
十
一
条
の

八
第
三
項
第
二
号
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
、
警
備
業
の
要
件

に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

中
井

洽
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